
観光地に在る山小屋での
「避難促進施設」として
のあり方を考える

乗鞍国際観光株式会社 乗鞍白雲荘／支配人 小林正直

・環境省自然公園指導員
・国指定鳥獣保護区管理員
・高山市環境審議会委員 等々



施設（乗鞍白雲荘）に関する基本情報
所在地／岐阜県高山市丹生川町岩井谷 乗鞍畳平

標高／2,705m

アクセス／ 道路:⾧野県側「乗鞍エコーライン」
岐阜県側「乗鞍スカイライン」
➥両県ともに終点は【畳平:標高2,702ｍ】

山麓からの登山道:⾧野県側「白骨温泉～十石峠～金山尾根」
「乗鞍高原～位ヶ原～肩ノ小屋」

岐阜県側「国立乗鞍青少年交流の家～剣ヶ峰」
➥（日影平乗鞍岳線歩道:岐阜県）

「平湯温泉～金山尾根～桔梗ヶ原」
➥（平湯乗鞍登山道）

「青屋～千町ヶ原～剣ヶ峰」
➥（通称:太郎ノ助道）

「阿多野郷～中洞権現～剣ヶ峰」
➥（通称:中洞権現ノ尾根）

営業期間／6月中旬～10月中旬

収容人数／４０人（コロナ前は６０人）

年間利用者数／2,000～2,500人程





①乗鞍白雲荘での経緯概略

②訓練の実施状況

③訓練にあたっての創意工夫

④乗鞍畳平診療所について

⑤平時の取組み

⑥防災対策を進めるにあたっての課題

⑦まとめ

防災に係る取組み例





②訓練の実施状況









④乗鞍畳平診療所について
※令和5年度 乗鞍畳平診療所事業報告書より抜粋

・令和元年度の報告書では「今後の課題」に「改正活火山法への関与」とも記されて
いたが、その後、訓練参加なども積極的に関与され、乗鞍地域では火山防災に限らず
安心安全の利用に欠かせない存在となっている。



⑤平時の取組み

登山道巡検

赤布更新・手入れ

落石報告

倒木処理

火山活動状況確認

毎朝のクマ対策

救助協力（県警・消防）

救急・応急処置・用具取扱い講習 等々、様々な観察



課題／
・通信インフラ整備（防災無線などの常設）
⇒現状は各施設の携帯電話とデジタル簡易無線局でのやり取り
多くの利用者へ「リアルタイムで瞬時に呼びかける」行政防災無線の必要性

・サインシステム
⇒現状は火山状況のレベル標記版と火口からのキロポストのみで
避難方向や避難施設の位置や距離などが判らない。
ピクトグラムにて誰でも取るべき行動が瞬時に判るモノが望ましい

・防災評価制度（防災監査官の設置）
⇒出来ていない事の見える化によってPDCAサイクルを生み出す
※人の命を守るための法が任意対応で良いのか?

・人材育成
⇒事業としての位置付けがあやふやで有志による任意対応が主体
広域防災を担う事業者へインセンティブを与えて事業化を目指す必要性も
また、実際の有事に際してスタッフを従事させるかどうかは難題

⑥防災対策を進める上での課題



今回は日常的に自身たちの言動が利用者の生命に直結する
と言っても過言ではない「山小屋の当事者」としての目線で
取組みを紹介してみました。

日ごろより本質的に想う事は、訓練だけでなく⑤でも紹介し
た様な活動の積み重ねが「利用者をまもる機運」を成熟させ、
来訪者へも雰囲気として安心が伝わると考えています。

また、自然公園を利活用していく上で必要な学ぶべきリスク
マネジメントは全国民にとって大切な要素のひとつです。
「各々が最善を尽くして行動を考える」価値ある事との認識
において、自然界で行動する上で判断材料となり得る情報は
公的機関からの積極的な発信が重要と考えます。

⑦まとめ

ありがとうございました。 2024年11月6日




